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環境水の健康状態の診断

1．多元素プロファイリングアナリシスによる河川水（相模川、境川、多摩川）の

上流域から下流域までの微量金属濃度分布調査により潜在的な汚染の
有無を調査

２．火山噴火が沿岸海水中微量元素濃度及び海洋生態系に与える影響評価

３．共沈法とキレート固相抽出法のハイブリッド脱塩濃縮を併用した

ICP‐MSによる沿岸海水中As, Se, Crとその他微量金属の同時定量

環境変化に鋭敏に応答するサンゴ礁生物の研究

４．サンゴ礁生物の部位別（褐虫藻、軟組織、骨格、粘液）の多元素プロファイ
リングアナリシスと海水中微量元素の摂取プロセスの解明

主な研究テーマ

都市域環境水の造影剤起源のGd（ガドリニウム）の濃度異常の発見

生体影響調査
（水生生物・人体）

要監視（モニタリング）

環境水の健康度に問題があれば新環境基準の策定や水処理法の改善へ

潜在的な
重金属汚染
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① 海藻の生育に必要な生体必須元素が減少？

海藻減少の原因は不明

海水中微量金属元素濃度の変化の有無を調査

② 有害元素（特に重金属）が増加？

火山噴火

噴火後初の
収穫

三宅島におけるテングサの収穫量

テングサ

伊豆諸島沿岸における火山噴火後の海藻消失の要因解明

サンゴ礁海域生物の海水中微量金属の摂取プロセスの解明
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主成分から超微量元素までの元素濃度やその分布から環

境化学的及び生物地球化学的特徴を認識・発見

生物学的元素利用能（Bioavailability）

多元素プロファイリングアナリシス

環境化学的現象

特徴的な元素濃度の把握
汚染成分の起源の推定

潜在的な重金属汚染の発見・認識

生物地球化学的現象

ICP-MS（誘導結合プラズマ質量分析装置）

アルゴン(Ar)プラズマ
（6000-10000 K)

元素の質量分析法のための分析機器

（麻布大学所有）

微量元素の多元素同時測定
が可能
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